
福山市のスポーツ施設の管理運営と
活用策について

福山市

公益財団法人福山市スポーツ協会
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区分・施設名 施設数

１

１

ゲタリンピック松永健康スポーツセンター １

福山市沼隈体育館 １

福山市沼隈体育センター １

福山市障害者体育センター １

福山市深津水泳場 １

福山テニスセンター １

福山市神辺テニスセンター １

福山市新市スポーツセンター １

takao+ばらの街 アレナ神辺 １

福山市運動場
富谷運動場、のうじま運動場、マナック箕沖球場、みのしま運動場、松永運動場、
北本庄庭球場、新市中央運動場、常金運動場、神辺運動場、神辺スポーツ広場、
沼隈運動場

11

福山市都市公園

福山城公園庭球場、二の川公園庭球場、曙公園野球場、手城東公園サッカー場、
松永グリーンパーク（庭球場・水泳場）、蔵王公園運動場、新涯四丁目公園運動場、
加茂公園野球場、瀬戸公園運動場、駅家公園運動場、福山テクノ公園運動場、
大佐山運動公園（野球場・庭球場）

12

竹ケ端運動公園

運動広場（補助競技場）、弓道場、水上スポーツセンター、庭球場

６

芦田川緑地運動場
中津原上、本庄（上・中・下）、草戸（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）、草戸鷹取（上・下）、
草戸淀川上（Ａ・Ｂ）、草戸淀川中、草戸淀川下（Ｃ・Ｄ）

７

福山市グラウンド・
ゴルフ場

福山市グラウンド・ゴルフ場、福山市芦田川グラウンド・ゴルフ場、福山市沼隈
グラウンド・ゴルフ場 ３

計 50



エフピコアリーナふくやま
（福山市総合体育館）について



4

概要・特徴

施設概要

事業概要

アクセス

設備

測定された社会的価値

⑤エフピコアリーナふくやま（福山市総合体育館）（1/3）

第3章 事例集

経済 環境 健康 交流
ローカル
ブランド

#社会体育施設 #B.都市スポーツ複合型

所在地 広島県福山市（人口：約45万人）

設立年 2020年

敷地面積 約5.1ha(公園・かわまち広場等含む)

構造 RC造、SRC造、S造 2階建

利用者数 平日：800人/日、休日：2,000人/日

JR「福山」駅から車で約10分

福山SAスマートICから車で約15分

• 市民の憩いの場・地域の賑わいの創出を目的に設立された、さまざまなスポーツで利用できる施設

• 大型アリーナなどの屋内施設だけでなく、大型遊具を備えた公園や県内最大級のクライミングウォール

など、屋外施設も充実している

• 市のスポーツ協会が管理運営を担っており、行政と連携して「住民がスポーツに親しめる街づくり」を進

めている

• 他の先進事例ヒアリング調査の対象施設と同様、「健康」の社会的価値が最も高い結果となった。

• 本施設の特徴として、「ローカルブランド」が比較的大きい結果となった。

• 理由として、街のシンボルとなりうる大型遊具等を備えていること、プロの試合会場になるといったス

ポーツを「みる」機能にも強みをもっていることなどが挙げられる。

#社会的価値測定

スポーツ メイン／サブアリーナ、武道場、クライミングウォール、トレーニング室、スタジオ、屋外遊具ゾーン

その他 医務室、会議室

※詳細はp.35参照

エフピコアリーナふくやま

福山駅

建築費用 約97億円(福山市総合体育館)

活用した補助金等 特になし

建設会社 清水建設・富士建設・松原組JV 

事業手法・運営手法 自治体単費→指定管理制度

運営主体 （公財）福山市スポーツ協会

出所）OpenStreetMap
Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

https://www.openstreetmap.org/copyright


施設構成 施設イメージ
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⑤エフピコアリーナふくやま（福山市総合体育館）（2/3）

第3章 事例集

施設構成

メインアリーナ・

トレーニング室 メインアリーナ トレーニング室

クライミングウォール 遊具

サブアリーナ
武道場

遊具・健康ゾーン

#社会体育施設 #B.都市スポーツ複合型 #社会的価値測定

Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.



工夫点

6

ケーススタディ結果

スポーツ×教育や環境など、様々な掛け合わせを活用し、市全体を巻き込

んだ地域活性化を進めたいと考えている。そのためのプラットフォーム形成の

一環として、スポーツフォーラムの開催を計画している。

POINT 4 スポーツを起点とした地域活性化を推進

競馬場跡地利活用基本計画でPFI等の手法も検討した結果、利用者の

意向反映に適していることなどから、自治体による建設を行った。

• 他の先進事例ヒアリング調査の対象施設と同様、「健康」の社会的価値が最も

高くなった。

➢ スポーツに特化した施設であり、来場者のほとんどがスポーツ目的での

利用であるため、スポーツを通して健康増進が達成できたと考えられる。

➢ 他の先進事例ヒアリング調査の対象施設と比較して、「ローカルブランド」が大き

い点が特徴的である。

➢ 大型アリーナを備えており、プロ試合も定期的に開催されている。試

合観戦を通じてローカルチームへの愛着が増したと推察される。

➢ 市内最大級の大型遊具が設置されており、これを目的に来場する

ファミリー層がいるなど、街のシンボルとなっている。

運

営

POINT 2 PFI等の手法を検討後、自治体が建設

旧施設の老朽化、周辺地域の浸水対策、旧競馬場跡地の活用、大規模

イベント向け施設への需要等、複数の地域課題を解決する施策として、本施

設の構想が生まれた。

スポーツ協会の独自事業として、遊びを通じてスポーツに親しめる子供向け

教室や大人向けのスタジオレッスンなど、各種教室を開催している。

POINT 3 スポーツ協会の独自事業として、教室やイベントを開催

クライミングウォール

県内最大級の本格ボルダ

リング設備を有する。

ローカルブランド

⑤エフピコアリーナふくやま（福山市総合体育館）（3/3）

第3章 事例集

測定された社会的価値の比較※

※施設利用者を対象にアンケートを実施し、「健康」「交流」など6つの社会的価値について、WTP（Willingness to Pay：利用者が価値を感じ、

支払いたいと思う金額）を尋ねた。グラフには有効回答の中央値を表示し、具体的な数値は非公表とした。

結果概要

属性ごとの結果

• 男女別では、実感している社会的価値にほとんど差は見られなかった。

• 年代別でみると、50－60代の利用者が最も高く社会的価値を感じていた。

• 居住地区分では「市外」、利用区分では「団体利用」に該当する利用者が、より

高く社会的価値を実感している傾向にある。

企

画

～

建

設

健康

POINT 1 旧施設の老朽化を含む、複数の地域課題から構想が誕生

大型遊具

公園に設置されている、

市内最大級の大型遊具。

健康

交流

ローカルブランド

ウェルビーイング

環境

防災

#社会体育施設 #B.都市スポーツ複合型 #社会的価値測定

スポーツに関心が薄い層にも施設に足を運んでもらうことが重要だと考え、演

奏会や防災イベントなど、スポーツ以外のイベントも開催している。

大型遊具を備えた公園が併設されており、家族連れを中心に、施設に親し

みを持ってもらう「入口」の役割を果たしている。

POINT 5 スポーツ無関心層を誘致するための取組

環境

交流

Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.



エフピコアリーナふくやま

総合体育館公園

芦田川かわまち広場



福山市スポーツ施設（指定管理者）

公益財団法人福山市スポーツ協会について



公益財団法人福山市スポーツ協会
公益財団法人福山市体育振興事業団

公益財団法人福山市青少年育成事業団

公益財団法人福山市体育協会

公益財団法人福山市スポーツ協会
２０１９年（平成３１年）４月

評議員会(12人)

事務局

執行役員会

監事(2人)

理事会(38人)
・会長1人（代表理事）
・副会長3人（業務執行理事）
・専務理事1人（業務執行理事）
・常務理事5人（業務執行理事）

専門委員会
・総務・競技スポーツ
・生涯スポーツ・企画広報
・青少年育成・財務

相談役・顧問・参与

部会
・競技スポーツ（32競技団体）
・生涯スポーツ（77学区体育会）

賛助会員

スポーツ少年団本部委員会

加盟団体 スポーツ少年団



公益財団法人福山市スポーツ協会の目的及び事業

定款より

第３条（目的）この法人は、福山市スポーツ団体の統一組織としてスポーツを推進し、市民の体力
の向上を図り、

スポーツ精神を養うとともに、青少年の健全育成及び若者の自立支援を促すことを目的とする。

第４条（事業）この法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

(1)競技スポーツの推進に関する事業

(2)生涯スポーツの推進に関する事業

(3)学校部活動の推進に関する事業

(4)スポーツ振興基金に関する事業

(5)青少年の健全育成のための普及啓発及び体験活動の推進に関する事業

(6)若者の自立と社会参画への支援、促進に関する事業

(7)福山市から受託する事業

(8)福山市から受託する施設等の管理運営及び利用促進に関する事業

(9)利用者の利便性に資する事業

(10)その他この法人の目的を達成するために必要な事業



指
定
管
理
施
設
一
覧

Ⅰ福山市スポーツ施設【福山市市民局まちづくり推進部スポーツ振興課】

Ⅴ福山市自然研修センター（ふくやまふれ愛ランド）
【福山市市民局まちづくり推進部若者・くらしの悩み相談課】

Ⅳ福山市遊園地（福山メモリアルパーク）
【福山市建設局都市部公園緑地課】

Ⅲ福山市みらい創造ゾーン多目的広場【福山市企画財政局財政部資産活用課】

Ⅱ総合体育館公園等（大型遊具・スケートボードパーク・ＢＱＱテラスなど）
【福山市建設局都市部公園緑地課】



重点施策事業（福山市）

１ ジュニア世代の育成（幼児期から青年期）

・ジュニア期におけるスポーツを始めるきっかけづくりや習慣化をめざすとともに、優れた素質を有
するこどもたちを発掘し、専門的な指導による身体開発プログラムを展開する。また、各種競技団体
と連携してより高いレベルの選手を育成する。そのこどもたちの良さを伸ばすことができる指導者を
育成するため、資質向上に努める。

①ジュニア期における運動のきっかけづくり

事業名：スポーツアカデミー・スポーツクラブ・小学生スポーツ教室など

②トップアスリートの発掘・育成

事業名：ジュニアアスリートアカデミー

③ジュニア期の競技力向上

事業名：スポーツ振興基金事業（競技人口拡大・競技力向上・強化プログラムなど）

トップアスリート支援事業

④ジュニア期の指導者の質の向上

事業名：ジュニア指導者養成アカデミー（アントラージュバンクへの登録）

理 論：３Dコーチング・コオーディネーションをベースとし普及から実践に繋げる



重点施策事業（福山市）

２ ユニバーサルスポーツの推進

年齢や性別、国籍、障がいの有無に関わらず、スポーツを通じて誰もが一緒に楽しむことができる
機会の提供と多様性に対する理解促進を図るとともに、障がい者の交流の場づくりを行う。

事業名：ユニバーサルスポーツフェスティバル・未来の運動会など

３ スポーツによる地域活性化

地域の担い手やリーダーの発掘、育成、活動の場づくりを一体的に実施できる仕組みを構築し、地
域スポーツ活動を継続的に行える環境づくりを行う。また、ユニバーサルスポーツなどを通して、地
域での交流が生まれる仕組みの構築や高齢者等の交流の場づくりを行う。さらに、スポーツを核とし、
福山の魅力創造や交流、産業の活性化等に繋がる取り組みを推進する。

事業名：秋の一大イベント・スポーツフォーラムなど



ふくやまスポーツアカデミー 募集要項 
 

☆募集内容など 

１ ふくやまスポーツアカデミーとは 

スポーツを通して福山市の産業振興・地域活性化に取り組む次世代リーダーを育成する事業です。 

講座では，８月から翌年２月まで，月１回，スポーツ関係の第一線で活躍中の講師による講義と，数名グループに 

分かれて課題に取り組むグループ研究を行います。 

２ 募集人数 

 ２０名程度                      

３ 対象者   

上記１に興味・関心のある方。 

４ 募集期限                                     

２０１９年(令和元年)７月１９日(金)必着 

５ 選考方法                                     

  選考は書類審査（申込書）にて行います。 

６ 申込方法                                     

 受講を希望される方は，申込書を持参，郵送，FAX 

またはメールでスポーツ振興課まで提出してください。  

※申込書の様式は，福山市 HP（スポーツ振興課） 

からもダウンロードできます。 

●申込先 

〒720‐8501 

福山市東桜町 3番 5号  

福山市 市民局 まちづくり推進部 スポーツ振興課 

電話：084-928-1106   FAX：084-928-1229  

E-mail：sports-shinkou@city.fukuyama.hiroshima.jp 

    

 

☆講座カリキュラムの詳細 

    ● 時 間  午後２時 ～ 午後５時ころ 

    ● 場 所  エフピコ RｉＭ地下２階 大会議室  

（福山市西町 1丁目 1 番 1 号） 

● 講義          １時間～１．５時間（スポーツ関係の第一線で活躍する講師による講義です。） 

● グループ研究   １時間～１．５時間（グループごとにスポーツを通じた知識，問題解決の手法，活動の効果 

的な進め方等について検討します。） 

● 研究テーマ    スポーツツーリズム，スポーツ人口の拡充，スポーツビジネス，競技力向上 など 

☆留意事項 

● お名前や写真（講座の様子など）をホームページなどで紹介する場合があります。 

● 個人情報に関することについては，本事業以外の目的では使用しません。 

講座回 講座日 講 義 内 容 ・ 講 師 

入校式     

第 1回 

8／4    

(日) 

ファシリテーター講義                          

藤本 倫史さん 

福山大学 経済学部 講師 

中村 和裕さん 

福山大学 経済学部 講師                                

第 2回 
8／25   

(日) 

「スポーツ × マネジメント」                   

森本 譲二さん 

㈱東京ヴェルディ 取締役 

第 3回 
9／29   

(日) 

「スポーツ × キャリア」 

東 俊介さん 

 元ハンドボール日本代表主将 

 ㈱プロジェクトカンパニー 代表取締役 

第 4回 
10／27  

(日) 

「スポーツ × ビジネス」                      

永井 利幸さん 

㈱ティップネス 協業事業部                                               

第 5回 
11／24  

(日) 

「スポーツ × エリアマネジメント」  

上林 功さん 

追手門学院大学 社会学部 准教授  

 （マツダスタジアム設計担当者）                                     

第 6回 
12／22  

(日) 

「スポーツ × ツーリズム」                      

中島 祥元さん 

(一社)ルーツ・スポーツ・ジャパン 

  代表理事 

第 7回 
1／26   

(日) 

「スポーツ × 政策」  

増井 国光さん 

 スポーツ庁参事官（地域振興担当） 

卒校式 

第 8回    

2／23   

(日) 

研究成果発表 

ファシリテーター講評                      

修了証書 交付式 

時間：14:00～17:00 

ふくやまスポーツアカデミー 募集要項 
 

☆募集内容など 

１ ふくやまスポーツアカデミーとは 

 スポーツを通じて地域活性化を目指すため，今年度のふくやまスポーツアカデミーは，スポーツの裾野を広げる・ 

普及といった観点で実施いたします。 

 今年度の講座は，10 月から 12 月まで，スポーツ界で活躍中の講師による講義と，スポーツに関する現状課題やア

イデアに対する意見交流を行う中で，参加者による新たな事業を企画立案し，1月の講座最終日に，その企画したアイ

デアの実働の場として，エフピコアリーナふくやまを活用したイベントを行う予定です。 

 

２ 募集人数 

 ２０名程度                      

３ 対象者   

上記１に興味・関心のある方 

４ 参加費                    

無料 

５ 募集期限  

２０２０年(令和２年)９月１８日(金)必着 

６ 選考方法など                                   

  選考は書類審査（申込書）で行います。 

  審査結果は提出期限から８日以内に郵送にて 

  通知 

７ 申込方法                                     

 受講を希望される方は，申込書を持参，郵送，FAX 

またはメールで福山市スポーツ協会まで提出してく

だ   

さい。 ※申込書の様式は，福山市スポーツ協会

HP   

か ら も ダ ウ ン ロ ー ド で き ま す 。                

【QR コード】 

●申込先 

〒720‐0804 福山市緑町 2番 2号  

公益財団法人福山市スポーツ協会 総務企画課 

電話：084-927-9910   FAX：084-927-9913  

E-mail：rosearena@city.fukuyama.hiroshima.jp 

☆講座カリキュラムの詳細 

    ● 時 間  午後 6時～ 午後 9時頃   休憩をはさみます 

    ● 場 所  エフピコアリーナふくやま 多目的室 （福山市千代田町一丁目 1 番 2号） 

● 講義          １時間程度    （スポーツ関係の第一線で活躍する講師による講義です。） 

● グループワーク  １．5 時間～2 時間（福山市の魅力を確認し，地域活性化への方法，イベントでの実施内容

に     

ついて話し合います。） 

● 研究テーマ    スポーツを活用した地域活性化，スポーツビジネス，競技人口の拡大など 

講座回 講座日 講 義 内 容 ・ 講 師 

入校式     

第 1回 

10／3    

(土) 

ファシリテーター講義                          

藤本 倫史さん 

福山大学 経済学部 講師 

中村 和裕さん 

福山大学 経済学部 講師                                

第 2回 
10／24   

(土) 

スポーツ産業の全体像 

広島県スポーツ推進課 河本主査 

第 3回 
11／7  

(土) 

ツーリズム（ロゲイニングなど） 

株式会社頂 ブニュウさん 

第 4回 
11／21  

(土) 

地域課題及び解決策など 

株式会社 VICTAS  

代表取締役社長 松下 浩二さん 

第 5回 
12／5   

(土) 

まちづくりのためには 

岡山大学大学院 高岡先生 

第 6回    
12／19  

(土) 

まちづくりに必要なもの 

NPO法人プラス・アーツ代表理事  

永田宏和さん 

卒校式 

第 7回 

1／9 

（土） 

イベント事業案発表 

ファシリテーター講評 

修了証書 交付式 

2019年度 2020年度

スポーツアカデミー



2021年度 2022年度
スポーツアカデミー



2024年度2023年度
スポーツアカデミー



ジュニアプランニング



ジュニアアスリートアカデミー



２０２２年度（令和４年度）

ジュニア指導者養成アカデミー

目指せオリンピック 福山市から世界へ！

会 場 エフピコアリーナふくやま（福山市総合体育館）多目的室 福山市千代田町１丁目１番２号

定 員 各回３０人（先着）

申込み 福山通運ローズアリーナ内公益財団法人福山市スポーツ協会 スポーツ推進課
電話または受付にて ℡（０８４）９２７－９９１２

主 催 公益財団法人福山市スポーツ協会

対 象 ジュニア世代を指導する指導者あるいは，内容に興味のある方

参加費 ８００円／回

目 的 幼児・児童・生徒期のジュニア世代を対象に指導する指導者の資質の向上を図ることが
子ども達の基礎体力の向上をはじめとした選手強化につながると考えます。指導者とし
て必要な全般的な知識や技能の向上を図り，ゆくゆくは福山市から全国あるいは世界で
活躍する選手を輩出できることを目的に開催するものです。

ジュニア指導者養成アカデミー
2022年度 2023年度



ジュニア指導者養成アカデミー
2024年度 2025年度

 

 

 

 

 

■目 的   幼児・児童・生徒期のジュニア世代を対象に体力向上や競技力向上を図るため、指導者として

必要な全般的な知識の向上を目的として開催するものです。 

 

■主 催   福山市・公益財団法人福山市スポーツ協会 

 

■後 援   福山市教育委員会 

 

■内 容   【オンデマンド配信（各１時間）】全１６回 

・３D コーチング 

【対面講座】全５回 

        ・３D コーチング 

・コオーディネーション理論 

        ・スポーツ外傷・障害 

        ・食事 

※詳細は裏面をご確認ください。 

        

■講 師    ※詳細は裏面をご確認ください。 

  

■対 象   ・スポーツ指導に関わっている方 

       ・スポーツ指導に興味のある方 

 

■定 員   ３０名（先着） 

 

■費 用   無料（食育講義にご参加の方は、お弁当 

費用として５００円を当日徴収します。） 

 

■申込先   ６月１日（土）～６月３０日（日） 

教室等申込システム「スポシル」にて⇒ 

 

■持ち物   筆記用具（対面講座に参加される方） 

 

■問合せ   福山通運ローズアリーナ内 公益財団法人福山市スポーツ協会 スポーツ推進課 

電話または受付にて ℡（０８４）９２７－９９１２ 

 

注意事項 

・講習会中の風景や参加者のお名前を記録し、ホームページなどで掲載することがありますので、あらかじめご了承ください。 

・申込みされた個人情報については、本事業以外の目的では使用いたしません。 

公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者の皆様へ 

この研修の参加により、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格の更新研修を修了したことになります。 

ただし、次の資格については、更新研修の実績にはなりません。 

[水泳、サッカー、スキー・スノーボード、テニス、バスケットボール、バドミントン、剣道、空手道、バウンドテニス、エアロビ

ック（コーチ 4 のみ）チアリーディング（コーチ 3 のみ）、スクーバ・ダイビング、オリエンテーリング、プロゴルフ、プロテニス、

プロスキー、スポーツドクター、スポーツデンティスト、アスレティックトレーナー、スポーツ栄養士、クラブマネジャー] 

（2024 年 4 月 1 日現在） 

※公認スポーツ指導者資格の更新研修の詳細は公益財団法人日本スポーツ協会のホームページにてご確認ください。 

※指導者マイページへの受講実績の反映は、平均 2 カ月後となります。 

２０２４年度（令和６年度） 

ジュニア指導者養成アカデミー 

オンデマンド配信内容 全１６回 

①「３D コーチングとは①」 

②「３D コーチングとは②」 

③「３D コーチングとは③」 

※指導者資格更新者は①～③を必ず受講し、

レポートを提出してください。①～③の提出

が無かった場合は、その他を提出していた場

合であっても更新は認められません。 

④「フィジカル」 

⑤「モチベーション」 

⑥「信頼」 

⑦「感情」 

⑧「チームの結束」 

⑨「目標設定」 

⑩「健全な競技とは」 

⑪「人格」 

⑫「アイデンティティ」 

⑬「価値観」 

⑭「レガシー」 

⑮「知恵」 

⑯「アカウンタビリティ」 



ユニバーサルスポーツフェスティバル



ユニバーサルスポーツフェスティバル



ユニバーサルスポーツフェスティバル



テーマ「楽しく体験、スポーツで作る健康と幸せ」
キャッチコピー「動いて・食べて・笑って・繋がる」

目的 ＝ 福山市内の異なる分野・文化・価値観との交流を図り、「楽しく体験、スポーツで作る健康と幸せ」をテーマに“ 動
いて・食べて・笑って・繋がる”場を創出する。また、市内外の人々との交流、絆を深め、楽しみや生きがいの発見、
地域での取り組みや支援を知ってもらうことで『活気あふれるまち福山』を実現するもの。

日時 ＝２０２６年（令和８年）
１０月１７日（土）・１８日（日）

会場 ＝エフピコアリーナふくやま
総合体育館公園
芦田川緑地かわまち広場
みらい創造ゾーン多目的広場 等

主管 ＝実行委員会

KPI ＝来場者数１～３万人

タイトル：○○○○○○○ ～多様性が交差する
新しい未来のカタチ～

スポーツで活気あふれるまち福山の実現に向けて

２



笑って
動いて

繋がる

「楽しく体験、スポーツで作る健康と幸せ」

食べて

Vision

すべての人々がエフピコアリーナ周辺に集い、「楽しく体験、スポーツで作る健康と幸せ」をテーマに、「動いて・食べ
て・笑って・繋がる」をキャッチコピーに、競技団体・地域・企業など多くの関係団体と連携した秋の一大イベントとする。

スポーツ・遊び・体験・食

３



ステージイベントエリア
（総合体育館公園）

スポーツ武道体験・発表エリア
（メインアリーナ）

地域エリア
（有料駐車場一部）

学び・発見エリア
（多目的室）

かわまちエリア
（かわまち広場）

遊び体験エリア
（サブアリーナ）

ビジネス・食のエリア
（総合体育館公園）

武道体験エリア
（武道場・リフレッシュゾーン）

みらい創造エリア
（みらい創造ゾーン）

学び・繋がるエリア
（1階・2階ロビー諸室ほか）

１
４



2024年度（令和6年度）利用者数

• エフピコアリーナふくやま（メイン・サブ・武道場・クライミン
グ・トレーニング・スタジオ・諸室）

２４５，０２０人（７０，９２９，４９０円）

・エフピコアリーナふくやま公園

４５８，２１４人

・芦田川かわまち広場

２３，８６１人

・みらい創造ゾーン多目的広場

８２，０７９人（４５３，０１５円）

エリア合計 ８０９，１７４人



福山市スポーツ協会が考えるエフピコア
リーナふくやまの役割とは
〇賑わい創出の場としての役割（多くの来場者・利用者が集まる）

・プロスポーツの観戦やイベントを通じ人が集まることで、スポーツを始
めるきっかけや楽しさを学ぶ場であること

〇体験や学んだことを実践又は習慣化できる場としての役割

・観て感じたことで継続的にスポーツをしてみようと思える仕組みづくり
を行い、健康・長寿や上達したい気持ちを醸成し、習慣化をめざす場であ
ること

〇人材育成の場としての役割

・継続的に利用している方など、地元で活躍するための学びの場として人
材育成を推進するとともに、コミュニティづくりの場であること
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